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「３．市の施策に対する満足度・重要度」のグラフの見方 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

ともに支えあう福祉社会を実現する 

〔地域福祉を充実する〕 

（１）地域での福祉ボランティア活動の広がり 

《性年代別》 

●満足度を性年代別でみると、男女とも18・19歳～30歳代で市全体平均より高く、20歳代

は男性の方が高くなっている。 

●重要度を性年代別でみると、男女とも18・19歳と40～60歳代で市全体平均より高く、中

でも男性の18・19歳で最も高くなっている。 

〔満足度〕 〔重要度〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《居住地区別》 

●満足度を居住地区別でみると、加古川地区と浜の宮地区、両荘地区では市全体平均より

高くなっている。 

●重要度を居住地区別でみると、野口地区が最も高いが、地区で大きな差はみられない。 

〔満足度〕 〔重要度〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

18・19歳

20～29歳

30～39歳

40～49歳50～59歳

60～69歳

70歳以上

市全体 男性 女性

加古川

加古川北

野口

平岡

浜の宮

両荘

加古川西

志方

市全体 ボランティア活動の広がり

18・19歳

20～29歳

30～39歳

40～49歳50～59歳

60～69歳

70歳以上

市全体 男性 女性

加古川

加古川北

野口

平岡

浜の宮

両荘

加古川西

志方

市全体 ボランティア活動の広がり
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政策名 
「加古川市総合計画」
の「政策」です。  
○形が大きくなるほど

満足度が高いことを

示しています。 
○網かけ部分は市全体

値（全回答者の平均

値）を示し、これより

グラフ線がはみでる

と全体に比べ満足度

が高く、内側になると

満足度が低いことを

示しています。  
○形が大きくなるほど

重要度が高いことを

示しています。 
○網かけ部分は市全体

値（全回答者の平均

値）を示し、これより

グラフ線がはみでる

と全体に比べ重要度

が高く、内側になると

重要度が低いことを

示しています。 
施策名 

「加古川市総合計画」
の「施策」です。 
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《居住期間別》 

●満足度を居住期間別でみると、“１年以上５年未満”が最も高く、５年以上では居住期間

が長くなるほど得点が低くなっている。 

●重要度を居住期間別でみると、“１年未満”が最も高く、次いで“１年以上５年未満”と

なっている。 

〔満足度〕 〔重要度〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《満足度と重要度の関係（前回調査との比較）》 

●満足度と重要度の関係でみると、前回調査より重要度・満足度とも高くなっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

１年未満

１年以上

５年未満

５年以上

10年未満

10年以上

20年未満

20年以上

市全体 ボランティア活動の広がり

１年未満

１年以上

５年未満

５年以上

10年未満

10年以上

20年未満

20年以上

市全体 ボランティア活動の広がり
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度

今回調査

前回調査

重要度が高く、満足度が低い 重要度が高く、満足度も高い

重要度が低く、満足度も低い 重要度が低く、満足度が高い
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○ある施策の満足度スコアと

重要度スコアとの関係を点

としてプロット（データを

図表上に示すこと）したグ

ラフで、施策の優先度を判

断するのに利用します。 
○例えば象限Ａに点がある場

合、施策満足度が低く重要

度は高いので、今後最優先

に取り組むべき施策と判断

できます。一方、象限Ｂは、

施策満足度も重要度も高い

ので、Ａに比べると優先度

は低く、満足度が低下しな

いよう取り組む必要のある

施策を示しています。 
○過年度のデータをプロット

することで、施策の優先度

の推移（満足度・重要度の

関係性の変化）をみること

ができます。 
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3-6 まちづくりの進め方 

●施策の満足度スコアが最も高い項目は“（１）市民活動や行政との協働”で、次いで“（３）

近隣都市との広域的な連携”、“（２）行政の効率化”となっている。 

●施策の重要度スコアが最も高い項目は“（２）行政の効率化”で、次いで“（３）近隣都

市との広域的な連携”、“（１）市民活動や行政との協働”となっている。 

 

《全体》 

満足度 重要度 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

9.0 

5.9 

6.9 

46.3 

38.5 

44.0 

29.4 

35.4 

32.2 

6.5 

11.6 

7.2 

8.7 

8.7 

9.7 

（１）市民活動や行政と

の協働

（２）行政の効率化

（３）近隣都市との広域

的な連携

(%)

0 20 40 60 80 100

満足 やや満足 やや不満

不満

無回答
(n=1,383)

27.8 

43.5 

29.1 

55.0 

43.2 

53.3 

7.1 

3.3 

7.2 

10.1 

9.9 

10.4 

(%)

0 20 40 60 80 100

特に重要 やや重要

重要ではない

無回答
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21.9 

-8.3 

11.2 
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ア 

110.6 

130.2 

111.5 
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まちづくりの進め方 

〔市民と行政との協働によるまちづくり〕 

（１）市民活動や行政との協働 

《性年代別》 

●満足度を性年代別でみると、女性の18・19歳が最も高く、女性は40・50歳代以外の年代

で市全体平均より高くなっている。 

●重要度を性年代別でみると、男女とも18・19歳が最も高く、男性は20・40歳代以外の年

代で市全体平均より高くなっている。 

〔満足度〕 〔重要度〕 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《居住地区別》 

●満足度を居住地区別でみると、志方地区が最も高く、次いで加古川地区となっている。 

●重要度を居住地区別でみると、両荘地区が最も高く、次いで平岡地区となっている。 

〔満足度〕 〔重要度〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

18・19歳

20～29歳

30～39歳

40～49歳50～59歳

60～69歳

70歳以上

市全体 男性 女性

加古川

加古川北

野口

平岡

浜の宮

両荘

加古川西

志方

市全体 市民活動や行政との協働

18・19歳

20～29歳

30～39歳

40～49歳50～59歳

60～69歳

70歳以上

市全体 男性 女性

加古川

加古川北

野口

平岡

浜の宮

両荘

加古川西

志方

市全体 市民活動や行政との協働
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《居住期間別》 

●満足度を居住期間別でみると、“１年以上５年未満”が最も高く、次いで“５年以上10

年未満”となっている。 

●重要度を居住期間別でみると、“１年以上５年未満”が最も高く、次いで“20年以上”と

なっている。 

〔満足度〕 〔重要度〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《満足度と重要度の関係（前回調査との比較）》 

●満足度と重要度の関係でみると、前回調査より重要度・満足度とも高くなっている。 

 

 

 

 

  

１年未満

１年以上

５年未満

５年以上

10年未満

10年以上

20年未満

20年以上

市全体 市民活動や行政との協働

１年未満

１年以上

５年未満

５年以上

10年未満

10年以上

20年未満

20年以上

市全体 市民活動や行政との協働
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今回調査

前回調査

重要度が高く、満足度が低い 重要度が高く、満足度も高い

重要度が低く、満足度も低い 重要度が低く、満足度が高い
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〔効果的・効率的に進めるまちづくり〕 

（２）行政の効率化 

《性年代別》 

●満足度を性年代別でみると、女性の70歳以上で最も高く、20歳代、70代以上は男女とも

市全体平均より高くなっている。 

●重要度を性年代別でみると、男性の50歳代が最も高く、男性は40歳代以外の年代で市全

体平均より高くなっている。 

〔満足度〕 〔重要度〕 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《居住地区別》 

●満足度を居住地区別でみると、両荘地区が最も高く、次いで浜の宮地区となっている。 

●重要度を居住地区別でみると、両荘地区が最も高く、次いで野口地区となっている。 

〔満足度〕 〔重要度〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

18・19歳

20～29歳

30～39歳

40～49歳50～59歳

60～69歳

70歳以上

市全体 男性 女性

加古川

加古川北

野口

平岡

浜の宮

両荘

加古川西

志方

市全体 行政の効率化

18・19歳

20～29歳

30～39歳

40～49歳50～59歳

60～69歳

70歳以上

市全体 男性 女性

加古川

加古川北

野口

平岡

浜の宮

両荘

加古川西

志方

市全体 行政の効率化



- 127 - 

 

《居住期間別》 

●満足度を居住期間別でみると、“１年以上５年未満”が最も高く、次いで“５年以上10

年未満”となっている。 

●重要度を居住期間別でみると、“10年以上20年未満”が最も高く、次いで“20年以上”と

なっている。 

〔満足度〕 〔重要度〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《満足度と重要度の関係（前回調査との比較）》 

●満足度と重要度の関係でみると、前回調査より重要度・満足度とも高くなっている。 

 

 

  

１年未満

１年以上

５年未満

５年以上

10年未満

10年以上

20年未満

20年以上

市全体 行政の効率化

１年未満

１年以上

５年未満

５年以上

10年未満

10年以上

20年未満

20年以上

市全体 行政の効率化

40

60

80

100

120

140

160

-100 -80 -60 -40 -20 0 20 40 60 80 100

全市

満足度

Ａ高

Ｃ低
低 高

Ｂ

Ｄ

重
要
度

今回調査

前回調査

重要度が高く、満足度が低い 重要度が高く、満足度も高い

重要度が低く、満足度も低い 重要度が低く、満足度が高い
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〔広域的な都市間連携によるまちづくり〕 

（３）近隣都市との広域的な連携 

《性年代別》 

●満足度を性年代別でみると、女性の30歳代で最も高く、女性は40・50歳代以外の年代で

市全体平均より高くなっている。 

●重要度を性年代別でみると、男性の18・19歳が最も高く、男性は40歳代以外の年代で市

全体平均より高くなっている。 

〔満足度〕 〔重要度〕 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《居住地区別》 

●満足度を居住地区別でみると、志方地区が最も高く、次いで浜の宮地区となっている。 

●重要度を居住地区別でみると、平岡地区が最も高く、次いで両荘地区となっている。 

〔満足度〕 〔重要度〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

18・19歳

20～29歳

30～39歳

40～49歳50～59歳

60～69歳

70歳以上

市全体 男性 女性

加古川

加古川北

野口

平岡

浜の宮

両荘

加古川西

志方

市全体 近隣都市との広域的な連携

18・19歳

20～29歳

30～39歳

40～49歳50～59歳

60～69歳

70歳以上

市全体 男性 女性

加古川

加古川北

野口

平岡

浜の宮

両荘

加古川西

志方

市全体 近隣都市との広域的な連携
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《居住期間別》 

●満足度を居住期間別でみると、“１年以上５年未満”が最も高く、次いで“５年以上10

年未満”となっている。 

●重要度を居住期間別でみると、“１年以上５年未満”が最も高く、次いで“５年以上10

年未満”となっている。 

〔満足度〕 〔重要度〕 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

《満足度と重要度の関係（前回調査との比較）》 

●満足度と重要度の関係でみると、前回調査より重要度・満足度とも高くなっている。 

 

 

 

  

１年未満

１年以上

５年未満

５年以上

10年未満

10年以上

20年未満

20年以上

市全体 近隣都市との広域的な連携

１年未満

１年以上

５年未満

５年以上

10年未満

10年以上

20年未満

20年以上

市全体 近隣都市との広域的な連携
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重要度が高く、満足度が低い 重要度が高く、満足度も高い

重要度が低く、満足度も低い 重要度が低く、満足度が高い


